
目
的「人

間
の
あ
す

4

4

へ
の
ま
ち
」

基
本
構
想
に
示
さ
れ
た
目
標
を
実
現
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
ま
す
。

性
格こ

の
計
画
は
、
市
が
市
民
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま

な
推
進
主
体
と
の
協
働
に
よ
り
推
進
す
る
施
策
に

つ
い
て
、
基
本
的
な
考
え
方
、
体
系
、
主
要
事
業

の
目
標
や
実
施
時
期
な
ど
の
内
容
を
定
め
ま
す
。

目
標
年
次

お
お
む
ね
平
成
34（
２
０
２
２
）年
度
と
し
ま
す
。

た
だ
し
、
計
画
期
間
を
４
年
ご
と
の
３
期（
前

期
・
中
期
・
後
期
）に
分
け
、
見
直
し（
ロ
ー
リ
ン

グ
）を
規
定
し
て
い
ま
す
。
※
平
成
27（
２
０
１
５
）

年
度
：
調
整
期
間（
下
表
参
照
）

計
画
人
口

お
お
む
ね
18
万
人
と
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
続
い
て
き
た
人
口
増
加
を
前
提
と
し

た
計
画
と
す
る
の
で
は
な
く
、
将
来
、
確
実
に
訪

れ
る
人
口
減
少
時
代
を
見
据
え
、
着
実
な
計
画
行

政
を
推
進
す
る
た
め
、「
計
画
人
口
」を
定
め
、地
域

経
済
の
発
展
と
環
境
と
の
調
和
の
と
れ
た
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
都
市
を
基
調
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。

今号の紙面から

３
月
末
に『
第
４
次
三
鷹
市
基
本
計
画（
第
１
次
改
定
）』を
確
定
し
ま
し

た
。
基
本
計
画
は
、
市
長
の
任
期
と
の
連
動
を
図
る
と
と
も
に
、
社
会
経

済
状
況
の
変
化
や
国
の
制
度
変
更
へ
の
対
応
な
ど
を
踏
ま
え
て
４
年
ご
と

に
見
直
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
同
時
に
、『
三
鷹
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
』及
び『
三
鷹
市
の
教
育
に
関
す
る
大
綱
』の
ほ
か
、

16
の
個
別
計
画
の
策
定
・
改
定
を
進
め
ま
し
た
。
ま
た
、
行
政
計
画
の
基

本
と
し
て
市
政
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
す『
三
鷹
市
基
本
構
想
』が
目
標
年

次
を
迎
え
た
こ
と
か
ら
、
目
標
人
口
や
目
標
年
次
な
ど
に
つ
い
て
変
更
す

る
議
案
を
平
成
27（
２
０
１
5
）年
12
月
の
市
議
会
に
提
出
し
、
満
場
一
致

で
可
決
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
基
本
構
想
の
基
本
理
念
と
し

て
位
置
付
け
て
き
た「
平
和
の
希
求
」「
人
権
の
尊
重
」「
自
治
の
実
現
」に
つ

い
て
は
、引
き
続
き
市
民
の
皆
様
と
共
有
す
る
市
政
の
理
念
と
し
て
継
承
し
、

協
働
に
よ
る
高
環
境
・
高
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

第
１
次
改
定
で
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
に
最
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

「
都
市
再
生
」と「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創
生
」の
２
つ
を
位
置
付
け
、
こ
れ
ら
を

支
え
る
政
策
の
基
礎
と
し
て
は「
参
加
と
協
働
」「
危
機
管
理
」「
行
財
政
改

革
」の
３
つ
を
位
置
付
け
ま
し
た
。
そ
し
て
、「
新
川
防
災
公
園
・
多
機
能

複
合
施
設（
仮
称
）」の
正
式
名
称
を「
三
鷹
中
央
防
災
公
園
・
元
気
創
造
プ

ラ
ザ
」と
し
て
、
そ
の
整
備
事
業
の
推
進
を
含
め
、
計
画
に
位
置
付
け
た

主
要
課
題
に
つ
い
て
着
実
に
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

計
画
改
定
に
あ
た
っ
て
は
、
多
様
化
し
変
化
す
る
市
民
の
皆
様
の
ニ
ー

ズ
を
可
能
な
限
り
反
映
す
る
た
め
に
、
多
元
的
で
多
層
的
な
市
民
参
加
の

機
会
を
重
ね
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
市
長
が
住
民
基
本
台
帳
か
ら
無
作
為

で
参
加
を
お
願
い
し
た
約
80
名
の
市
民
の
皆
様
に
、
三
鷹
の
ま
ち
づ
く
り

の
課
題
や
方
向
性
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
た
だ
く「
み
た
か
ま
ち
づ
く

り
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」の
実
施
、
市
民
会
議
・
審
議
会
で
の
検
討
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
住
区
ご
と
の「
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」の
開
催
、
骨
格
案
に
対
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
素
案
に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
、
商

工
ま
つ
り
や
農
業
祭
等
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
三
鷹
市
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
シ
ー
ル
投
票
を
し
て
い
た
だ
く「
ま
ち
づ
く
り
ひ
ろ
ば
」、
ま
ち
歩
き
を

通
し
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
を
活
用
し
て
市
の
魅
力
の
再
発
見
を
行
う

「
さ
ん
ポ
キ
」を
実
施
し
、
延
べ
７
，６
６
６
人
の
市
民
の
皆
様
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
ご
意
見
を
、
可
能
な
限
り
計
画
に
反
映
す
る
こ
と
に
努
め
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
平
成
28（
２
０
１
６
）年
度
を
基
本
計
画（
第
１
次
改
定
）の
実
質

的
な「
実
行
元
年
」と
し
て
、
市
民
の
皆
様
、
関
係
団
体
等
の
皆
様
と
の
協

働
に
よ
る「
都
市
再
生
」と「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創
生
」の
取
り
組
み
を
更
に
充

実
さ
せ
、
多
世
代
交
流
と
多
職
種
連
携
を
活
性
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

市
民
の
皆
様
の
心
身
共
の
健
康
増
進
と
総
合
的
な
福
祉
の
充
実
を
図
り
、

「
元
気
創
造
都
市
・
三
鷹
」の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

総論 計画改定の前提	 1面

最重点プロジェクト・各論など	 2〜7面

コミュニティ住区を基礎とした整備	 8・9面

個別計画	 10〜13面

計画改定の経緯、市民参加	 14・15面

人口ビジョン・総合戦略、教育大綱	 16面

号   外   平成28年   2016.4.24
第4次基本計画（第1次改定）・
個別計画特集号

総
論

計
画
改
定
の
前
提第4次基本計画の期間と第1次改定の対象とする期間

平成 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34

○ ○ ○
第4次基本計画（第1次改定）

前 期 中 期 後 期

三鷹市長

市
で
は
、
平
成
24
年
3
月
に
策
定
し
た「
第
4
次
三
鷹
市
基
本
計
画
」の
前
期
4
年
間

の
計
画
期
間
を
満
了
し
た
こ
と
か
ら
、
同
計
画
の
第
１
次
改
定
を
行
い
ま
し
た
。

市
は
、第
４
次
基
本
計
画
の
第
１
次
改
定
に
当
た
り
、平
成
27
年
9
月
に
ま
と
め
た「
骨

格
案
」に
対
し
て
、
多
元
的
・
多
層
的
な
市
民
参
加
の
機
会
を
設
け
、
多
く
の
み
な
さ
ん

か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
て
、平
成
27
年
12
月
に「
素

案
」を
ま
と
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
経
て
、
第
4
次
基
本
計
画（
第
1
次
改
定
）を

３
月
末
に
確
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
時
に
16
件
の
個
別
計
画
も
策
定
・
改
定
を
行
い

ま
し
た
。
今
号
で
は
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

企
画
経
営
課
☎
２
１
１
２

※「
第
4
次
基
本
計
画（
第
1
次
改
定
）」の
全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
ほ
か
、
相
談
・
情
報
セ
ン
タ
ー（
市

役
所
２
階
）、
市
政
窓
口
、
市
民
協
働
セ
ン
タ
ー
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

第
４
次
三
鷹
市
基
本
計
画

（
第
１
次
改
定
）を
確
定

─
多
世
代
交
流
と
多
職
種
連
携
に
よ
る「
元
気
創
造
都
市
」を
目
指
し
て

広報 ©2001
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○は市長選挙

市
民
の
皆
様
と
の
協
働
に
よ
る

「
元
気
創
造
都
市
・
三
鷹
」の
推
進
を

第4次基本計画（第1次改定）の特徴
◇市長の任期と連動を図り、改定作業を進めるとともに、自治基本条例に
基づき個別計画についても、法令などの定めがあるものを除き、基本構想、
基本計画と整合、連動するよう同時に策定・改定を進めました。

◇多元的・多層的な市民参加方式を採用しました（14・15面参照）。
◇最重点プロジェクトは、引き続き「都市再生」「コミュニティ創生」とし、
これらを支える政策の基礎として「参加と協働」「行財政改革」に加えて
「危機管理」を位置付けました。

三鷹市基本構想を一部変更しました
変更の趣旨
市の行政計画の基本として市政の将来ビジョンを示す「三鷹市基

本構想」が目標年次を迎えたため、その一部を変更する議案を平成
27年12月の市議会に提出し、満場一致で可決されました。基本構
想の基本理念である「平和の希求」「人権の尊重」「自治の実現」につ
いては、市の将来を展望するうえで、市民のみなさんと共有する理
念として、引き続き高環境・高福祉のまちづくりを進めていきます。
主な変更点は、次のとおりです。

項目 変更前 変更後
目標年次 おおむね2015（平成27）年 おおむね2023（平成35）年度
計画人口 おおむね175,000人 おおむね180,000人

春の丸池公園

広報みたかはシルバー人材セン
ターの会員がお届けしています。
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